
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践 〇「自分の考えを相手にわかるように書くことが
できた」の質問に対して、肯定的な回答をする
児童の割合８０％以上
１月実施予定のCRT学力検査、国語「書くこと」
において、児童の平均正答率、全国平均以上

自分の考えを書く活動を授業に取り入れ
る。その際、必要な条件や具体的な書き表
し方を示した上で「書く活動」に取り組ませ
る。

A
・９月実施「自分の考えを相手に伝わるように書こ
うとしている・考えの理由がわかるように気を付け
て書いている」の質問に対して肯定的な回答をし
た児童の割合は９０％だった。

A

・「自分の考えを相手にわかるように書くことができた」の質
問に対して、肯定的な回答をする児童の割合91％だった。
・CRT学力検査国語「書くこと」の平均正答率は全国比90％
に留まり、継続して取り組む必要性を感じた。「主体的に取り
組む態度」が全国比100％で国語に対する意欲が向上した。

A

・「書くこと」の必要性を生徒が理解するように今後も継
続して取り組んでほしい。
・主体的に取り組む態度が全国比１００％はすばらし
い。他教科でも期待したい。

知恵をとぐ部会

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇アンケート「道徳の授業を計画的に行っ
て、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態
度の育成に取り組んでいる」に肯定的な回
答をした教員の割合が８０％以上

・年間計画を基に道徳の授業を意図的に仕
組む。
・道徳に関する授業研究会の実施により，
道徳における授業づくりを学ぶ。

A

・アンケート「道徳の授業を計画的に行って、道徳的な判断
力、心情、実践意欲と態度の育成に取り組んでいる」に肯定
的な回答をした教員の割合は94％であった。
・道徳に関する研修は、12月実施予定の地区の研究授業を
活用して行う計画である。

A

・アンケート「道徳の授業を計画的に行って、道徳的な判断
力、心情、実践意欲と態度の育成に取り組んでいる」に肯定
的な回答をした教員の割合は97％であった。
・道徳に関する授業研究会に参加したり、事後報告書を読ん
だりして，道徳における授業づくりを学ぶことができた。

A

・いじめの未然防止の取組や事案対処等は組織的な
対応が未然防止に繋がる。またアンケートや授業等の
学年で共有された生徒指導が大変重要だと思う。
・アンケート結果から道徳の授業は生徒にとって有意
義な時間になっていると思われる。

心をとぐ部会①

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇アンケート「いじめの未然防止に向けての
定着取組，事案対処等について，組織的な
対応ができている」に肯定的な回答をした教
員の割合８０％以上

・SC，SSWとの連携を図り，学年を中心に組織
的に指導を行う。
・いじめへの対応のために，ハイパーQU研修や
SC研修，事例研修会を行う。
・心のアンケートについて保護者に周知する。

A

・アンケート「いじめの未然防止に向けての定着取組，事案対処等に
ついて，組織的な対応ができている」に肯定的な回答をした教員の割
合は100％であった。
・夏季休業中にQU研修、SC研修を行い、研鑽を深めている。
・月に一度の心のアンケートについて学校だよりで保護者に知らせ、
アンケートの結果は、学年で共有し事後の生徒指導に生かしている。

A

・アンケート「いじめの未然防止に向けての定着取組，事案
対処等について，組織的な対応ができている」に肯定的な回
答をした教員の割合は97％であった。
・３学期に２度目のQU研修を行い、児童理解とともにその後
の学級経営に生かすことができた。

A
・SC、SSWと連携を図り、引き続き早期発見、
早期対応体制を整えてほしい。
・年に数回の職員研修が生かされていること
は評価できる。

心をとぐ部会①

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●アンケート「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童生徒８０％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童生徒９０％以上

・生活目標を達成した児童や学習面でがんばっ
ている児童を個別に賞賛することで、すべての
児童に自分が認められたと思えるようにする。
・５，６年生は，マナー教室を通して将来の夢や
目標を語ることで，自分の将来についてより具
体的に考えることができるようにする。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童は８９％であった。
・現段階で将来の夢や目標に肯定的な児童は９５％で
あった。２学期のマナー教室で将来の夢について語る
計画である。マナー教室の準備を通して将来の夢や目
標をより具体的に考えられる児童が増えることが期待
できる。

A

・「先生はあなたの良いところをほめてくれると思う」と
回答した児童は９０％で、前回より若干上昇した。
・「マナー教室の準備や本番を通して、自分の将来の
夢や目標をより具体的に考えることが出来た」と回答し
た児童は９８％であった。将来の夢や目標に対して肯
定的な児童がほとんどを占めた。

A

・先生への信頼が児童の自己肯定感引き上
げにつながっているのは大変評価できる。
・生徒の良いところをほめる教育は意欲向上
につながるため評価できる。

技をとぐ部会

○人権・同和教育の推進 ○道徳の授業や人権集会を通して，「人を
思いやることができるようになった」とワーク
シートに記入した児童の割合が８０％以上

年間4回の人権集会を通して、人権につい
て考える機会をつくり、児童が相手の気持ち
を考えて行動できるようにする。 A

・人権集会後のアンケートでは、「思いやりの
気持ちが深まった」と肯定的な回答をした児
童の割合が８５％以上であった。 A

・第４回人権集会後のアンケートでは、「思い
やりの気持ちが深まった」と肯定的な回答を
した児童の割合が93％以上であった。 A

・明るく元気に挨拶ができる子供たち、いつも思いやり
を持っていると思う。
・心の教育は難しいが、教員の取り組み方に積極性が
感じられた。

心をとぐ部会①

●運動習慣の改善や定着化 ○アンケート「体を動かすことや休み時間中
の外遊び」に対して肯定的な回答をした児
童の割合８５％以上
○行事後のアンケート「～大会には，練習を
頑張って取り組めたか」に，肯定的な回答を
した児童の割合８５％以上

・業間休みや昼休みにおける外遊びの奨
励，運動カードの配布による取り組みの促
進を図る。
・リレー大会・水泳大会・縄跳び大会などの
行事を通して，運動への興味関心を高め，
運動に親しませる。

A

・アンケート「体育の授業を工夫したり、業間や昼休み
に外遊びを促したり、体を鍛えることを推奨している」
に肯定的な教員は９０％ほどであり、体を動かすこと
や外遊びに対する児童のアンケートも肯定的意見が８
５％ほどであった。
・アンケート「～大会のなどの行事において、練習を頑
張りながら取り組むよう指導している」に肯定的な意見
の教員は１００％で、同様のアンケートに対して児童の
肯定的な意見も９２％ほどであった。

A

・アンケート「体育の授業を工夫したり、業間や昼休みに外
遊びを促したり、体を鍛えることを推奨している」に肯定的
な教員は９７％であり、体を動かすことや外遊びに対する
児童のアンケートも肯定的意見が８５％ほどであった。
・アンケート「～大会のなどの行事において、練習を頑張り
ながら取り組むよう指導している」に肯定的な意見の教員
は１００％で、同様のアンケートに対して児童の肯定的な
意見も９３％ほどであった。

A

・授業や行事を通して体を動かす時間が確保されてい
るため、今後も続けてほしい。
・体を動かすことや外遊びに消極的な児童が１人でも
減るよう引き続き取り組んでほしい。
・体育授業を工夫したり、大会等に頑張って取り組むよ
う指導され、運動習慣の定着で運動機能が向上してい
るため、継続して取り組んでほしい。

心をとぐ部会②

○望ましい生活習慣の形成 〇アンケート「早寝，早起き，朝ごはんを毎
日行う取り組み」に肯定的な回答をした児童
の割合85％以上

・食生活，睡眠等について，栄養教諭との
TTによる授業での啓発を行う。
・食育だより，保健だより，試食会等を通し
て，「早寝，早起き，朝ごはん」の重要性を
保護者児童に説いていく。

A

・アンケート「基本的な生活習慣の定着を図るため
に、早寝、早起き、朝ごはんについて継続的な指
導を行っている。」に肯定的な回答をした教員は９
７％であった。
・食育だより、保健だより等で保護者に早寝早起
き朝ごはんについて啓発した。

A

・アンケート「早寝，早起き，朝ごはんを毎日行う
取り組み」に肯定的な回答をした児童の割合は９
０％であった。
・養護教諭、栄養教諭が担任と連携し、授業や集
会を通して早寝早起き朝ごはんの大切さを啓発し
た。

A

・児童だけでなく、保護者に対しても啓発でき
ていることが評価できる。
・小学生の時期は食習慣が完成する重要な
時期。食事運動、睡眠は基本的な生活習慣
だから継続して取り組んでほしい。

心をとぐ部会②

●業務改善と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる，月あたり
時間外在校等時間の上限45時間の遵
守（９５%）

・会議時間の短縮、留守番電話の設定
等の取り組みを行うことで、1日の時間
外勤務を120分以内に抑えられるよう
に、各自，定時退勤日を設定し、原則
19：00までに施錠をする。

B

・会議時間の短縮、留守番電話の設定等の
取り組みを行うことができたが、月あたり時間
外在校等時間の上限45時間の遵守できた教
員の割合は８０％であった。

B

・会議の回数削減、電話対応を１８時までと設
定する等の取り組みを行い、月あたり時間外
在校等時間の上限45時間を遵守できた教員
の割合は８７．５％に増えた。

A

・先生方の仕事の量が年々増加しているように思う。
学校が家庭や地域社会と協力し、可能なら大胆に削
減することが必要。
・電話対応時間を設定したことはよかった。上限４５時
間を遵守できた教員も増え、さらに数値が上がることを
期待する。

学年主任会

○業務効率化の推進 〇アンケート「自分の時間を確保し、心身の休
養に充てることができた」に、肯定的な回答をし
た教員の割合８０％以上

・OJTの継続的な取組や、研修などを通して、経
験年数ん浅い教員に対して、効率的な業務方
法を伝えていく。 A

・アンケート「自分の時間を確保し、心身の休
養に充てることができた」に、肯定的な回答を
した教員の割合８９％であった。 A

・アンケート「自分の時間を確保し、心身の休
養に充てることができた」に、肯定的な回答を
した教員の割合９７％であった。 A

・少しでも良い環境で教職員には仕事をして
ほしい。
・残業時間が１時間でも少なくなるように。

学年主任会

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○「支援が必要な児童」へ
の支援体制の充実

○教員の専門性と意識の向上 〇アンケート「教育相談に関する研修会を行
い，個の児童への柔軟な対応力が向上した」
に，肯定的な回答をした教員の割合80％以上
〇アンケート「ケース会議などを充実させ，支援
が必要な児童に対して組織的に対応できた」
に，肯定的な回答をした教員の割合80％以上

・長期休業中の研修会や，月ごとの連絡会
を通して，配慮を要する子の共通理解を図
る。
・必要に応じてケース会議を実施し，支援が
必要な児童の情報を共有し，全ての教員で
組織的に対応する。

A

・アンケート「教育相談に関する研修会を通して，個の児童へ
の柔軟な対応力が向上している」に対して，肯定的な回答を
した教員は100％であった。
・アンケート「不登校、学力不振等で，特別支援CO，SC，
SSW等の教育相談体制を活用したり，ケース会議を通して相
談したり対応したりしている」に，肯定的な回答をした教員は
100％であった。

A

・アンケート「教育相談に関する研修会を通して，個の児童へ
の柔軟な対応力が向上している」に対して，肯定的な回答を
した教員は100％であった。
・アンケート「不登校、学力不振等で，特別支援CO，SC，
SSW等の教育相談体制を活用したり，ケース会議を通して相
談したり対応したりしている」に，肯定的な回答をした教員は
100％であった。

A

・先生方の指導方法を研修会で工夫改善し、
柔軟な対応策が向上して成果が高く評価でき
る。
・アンケート結果が１００％なので素晴らしいと
思う。

特別支援部

心をとぐ部会①

○ICT活用した個に応じた
学びの充実

〇ICT活用による学びの保障と個に応じた
教育活動の実践

〇アンケート「学習でタブレットPCを活用で
きた」に，肯定的な回答をした児童の割合
90%以上。
○児童の長期欠席と学級閉鎖時での，オン
ライン学習の実施率90％以上。

・日々の授業，オンライン学習，「持ち帰りで
のデジタル教材の活用」等で1人1台端末を
使った教育活動を実践する。 C

・アンケート「学習でタブレットPCを活用できた」
に，肯定的な回答をした児童の割合は73%だった。
４年生以上は97%だったが、１年生が24%と差が大
きい。１年生はタブレットPCを２学期から使い始め
たので、今後活用できるよう指導を工夫していく。

A

・アンケート「学習でタブレットPCを活用できた」に，肯
定的な回答をした児童の割合は96%だった。
・短期の学級閉鎖にはオンライン学習は実施しなかっ
たが、３日以上の長期の学級閉鎖・学年閉鎖ではすべ
てオンライン学習を実施した。

A

・今後も学級閉鎖などに柔軟に対応をしてほ
しい。
・上峰小は他校よりデジタル教育が進んでい
ます。成果が大きく高く評価できます。

学力向上対策委員会

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上に向けて、教員の意識、実践は高まっているが、結果としての児童の十分な学力定着には至っていない。校内研究の新たな取組を考えていく必要がある。
・支援が必要な児童への支援体制については、引き続き、関係機関との連携やケース会議などを開催し、組織的な早期対応が必要である。
・教職員の業務改善に向けて、校時表の改善や連絡事項のWEB管理などを視野に入れていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上に向けて，教員の意識・実践は高まっているが，結果としての児童の十分な学力定着には至っていない。校内研究の新たな取組視点（教科等）を考えていく必要がある。
・いじめアンケートに係る取組に対する保護者の評価が低いので、心部から定期的な配布物等を作成し、情宣していく必要がある。
・保健教育や食育についての保護者の意識を高める意味でも、保護者を対象とした「給食室だより」「保健室だより」を知己的に作成・配布していく必要がある。
・職員の業務改善に向けて、文書回覧・諸帳簿の記入等についてWEBで管理することも視野に入れていく。

２　学校教育目標 心と智恵と技をとぐ上峰っ子の育成

３　本年度の重点目標
①児童の十分な学力定着に向けて，校内研究の新たな取組視点を共通理解・共通実践し，日々の授業において授業改善を行う。
②「いじめの早期発見・早期対応」に向けて，再度いじめの定義を全職員で共通理解し，アンケート・児童観察等をもとに積極的認知・指導に取り組む。「不登校児童」については，学校・家庭・関係機関の連携を軸に支援を進めていく。
③「気になる子，配慮を要する子」に関する教職員の専門性を高め，チーム上峰として職員全体で共通理解した適切な支援へと繋げる。

学校名 上峰町立上峰小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


